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「空間」の概要 
 

 ・北海道観光、札幌観光の玄関次の一つである「地下鉄さっぽろ駅」の改修にあわせて、駅 
  コンコース部内に「アイヌ文化を発信する空間」を整備する 
 ・この空間は、「アイヌの歴史や文化に対する理解促進のきっかけづくり」と「市内・道内 
  に存在するアイヌ関連施設の情報発信」という役割を果たす 
  
 ～計画対象地～ 
  JR札幌駅・ＡＰＩＡと札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）の中間に位置する「地下鉄 
  南北線さっぽろ駅コンコース部」内の南北の改札口に挟まれた範囲 
  対象面積：338㎡ 
   
 
 
 
 
 

南側（シンボル展示背面） 
JR札幌駅側（西通路） 

JR札幌駅側（東通路） 



チセ（家屋） 
プ（倉庫） 
ペペレセﾂ（小熊の飼育檻）ー 

整備内容 ～ハード整備～ 
■滞留空間 

・通行人が立ち止まり、滞留し、アイヌの様々な情報を
鑑賞・閲覧する場。 

・シンボルとなる実物展示（柱状ガラスケース）。 

・展示ケースを囲む柱のモニターにて、動画やタッチパ
ネルでインフォメーション提供。 

・メインシアターにて、アイヌの物語、ことば、北海道
の自然などを発信。 

■導入空間 

・通過中、休憩中（ベンチやテーブル等）にアイヌ文化の
世界観、気配を感じる場。 

・列柱をアイヌ空間とコンコース通過空間の結界と捉え、
動物の神々の気配を視覚的にあしらう。 

・テーブルシアターのベンチ・テーブルには、プロジェク
ターを使用して、アイヌの美しいことば、神々の気配な
どをさりげなく感じさせる映像アートの投影を実施。 



展示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ほかにレクチャールーム、会議室もあります 

南側 
北側 



映像展示（コンテンツ）① 
                       

 

 
 

 

 

 

   
  

テーブルを使った展示 



映像展示（コンテンツ）② 

柱を使った展示 



映像展示（コンテンツ）③ 
ﾒｲﾝｼｱﾀｰを使った展示 



映像展示（コンテンツ）④ 

整備エリア（予定） 

地
下
歩
行
空
間 

東豊線連絡通路 

メインシアターを使った展示 



映像展示（コンテンツ）⑤ 

整備エリア（予定） 

地
下
歩
行
空
間 

東豊線連絡通路 

柱内のﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙﾓﾆﾀｰを使った展示 


